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第６学年 理科学習指導案

１ 単元名 「からだのつくりとはたらき」

２ 単元の目標

○ 人や他の動物の呼吸，消化，排出，循環などの働きに興味・関心をもつとともに，それら

の内部のつくりや働きを調べようとする。

（関心・意欲・態度）

○ 人や他の動物の体のつくりと呼吸，消化，排出，循環などの働きとのかかわりを推論した

り多面的に考えたりすることができる。

（科学的な思考）

○ 薬品や器具を適切に使って調べたり，映像資料や魚の解剖，模型などを活用したりして呼

吸，消化，排出，循環などの働きを調べ，記録することができる。

（観察・実験の技能・表現）

○ 生物は互いに類似した体のつくりや働きをもっていることなどを理解している。

（知識・理解）

３ 児童の実態

○ 自分たちが普段何気なくやっている呼吸，消化，排出及び循環を学習の対象として意識はして

いないが，消化器官の存在や身体の内部の仕組みについては興味・関心を持っている。

（関心・意欲・態度）

○ 内臓の全てが消化と関係を持っているというような素朴な見方や考え方や 消化を５年生の も， 「

ののとけ方」の学習の「とける」ということと結びつけるという見方や考え方を持っている。

（科学的な思考）

， 。○ いろんな教科での調べ学習を通して 事典の使い方やコンピューターの扱いに慣れてきている

（観察・実験の技能・表現）

○ 燃焼の実験などから空気の質的変化について理解したり，家庭科の学習などから食べ物から栄

養を得ていることも理解している。

（知識・理解）

４ 単元の価値

， ， ， 。○ 人や動物の呼吸 消化 排出及び循環は 人や動物が生きていくために欠かせないものである

したがって，これらのはたらきを調べていくことで，普段意識せずに行なっていることにも，と

てもすばらしいはたらきや仕組みがあることを感じることができる。

（関心・意欲・態度）

○ 人や動物の呼吸，消化，排出及び循環は相互に関係しながら機能している。したがって，例え

ば 「呼吸と循環 「消化と循環」というように循環について，いろんな側面から追究していき，， 」，

人や動物の体について多面的な見方・考え方を育てていくことができる。

（科学的な思考）

○ 人や動物の呼吸，消化，排出及び循環のはたらきや各器官のつくりについて映像や資料を使っ

， 。て追究するだけでなく 観察や実験などの具体的な操作を行いながら追究していくことができる

（観察・実験の技能・表現）

○ 人や動物の呼吸，消化，排出及び循環のはたらきや各器官のつくりについて，人と他のほ乳類

や魚類などとを比べながら調べ，生物は互いに類似したからだのつくりとはたらきをもっている

。 （ ）ことを理解することができる 知識・理解
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５ 単元の展開（全１７時間）

学 習 活 動段階 配時

○人や他の動物が生きていくためにはどんなものが必要なのかについて話し合う。

課 【課題】

題 １

発 ・人やほかの動物は，体の中に食べ物や水，空気をどのようにとり入れている

見 のだろうか。

【呼吸と消化・吸収】

ー課題別の追究活動ー

（呼吸グループ） （消化と吸収グループ）

吸う空気とはいた空気は違うだろうか 口から入った食べ物はどのように体の中

に取り入れられるのだろうか。

６

課 ○吸う空気と吐いた空気が同じかどうか ○食べ物とだ液のはたらきの関係について

○人の肺のつくりとはたらきについて。 ○消化・吸収，排出のしくみについて

○魚のえらのつくりとはたらきについて ○ウサギなどの動物や魚の消化管について

題 ー交流活動ー

○呼吸について （６年１組本時 ８／１７）２

○消化と吸収について

解 【血液の循環】

肺や小腸で血液中に取り入れられた酸素や養分は，どのように全身に運ばれる

４ のだろうか。

決

○ 体じゅうをめぐる血液の様子を調べる｡

○ 腕やメダカの尾びれの血管を観察する。

○ 心臓の動きと脈拍の関係を調べる。

１ 【学習のまとめ】

○ 呼吸，消化・吸収，血液循環を関連づけて，自分なりにまとめる。

１ 学習診断テストと発展的な学習について

よ

さ 肺や腸，心臓以外の臓器や器官で血液はどのようにはたらいているのだろうか。

を ２

生 ○自分が興味をもった他の臓器や器官を図鑑やコンピュータ等を使って調べる。

○いろいろな臓器や器官と血液とのつながりについて話し合う。か

（６年２組本時 １７／１７）す
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指導方法の工夫 教材の開発 評価規準（評価方法）段階

課 事象との出会い 豊かな活動 関心・意欲・態度

題 ○ 人の体のつくりやはたらき ・ 人体模型を見ながら ○ 人や他の動物とのかかわ，

発 に興味・関心がもてるように 既有経験や日頃体のこ りに興味・関心をもち，進，

見 人の生活に不可欠なものにつ とで不思議に思っている んで調べようとする。

いて話し合う。 ことなどを出しあう。 (発言，ノート)

知識（きまりや規則性）の獲得 身近な教材の活用 知識・理解

○ 人の呼吸について，吸う空 ・ 家庭にある透明のポ ○ 魚は肺のかわりにえらを

気とはいた空気の違いを自分 リエチレン袋に石灰水 使って呼吸をしているを理

の考えた方法で調べることが を入れ，息を吐き入れ 解することができる。

（ ， ）できるように，酸素や二酸化 て変化をみる。 活動 ノート

炭素の存在を確認する方法を ・飼っている金魚の呼吸 技能・表現

考えさせる。 の様子を観察する。 ○ 吸う空気とはいた空気を

，○ 金魚やフナなどの呼吸の様子 分けてﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝの袋に入れ

課 豊富な準備と豊かな活動 変化の様子を調べることがを観察し，その仕組みを肺のはた

。 （ ， ）らきを比べながら予想する。予 ・ 気体検知管を一人ひ できる 活動 ノート

とりに用意し，科学的 ○ 人や動物の消化管につい想をもとに，図や模型を使っ

に検証する。 て本やコンピュータなどをて調べる。

題 ○ 消化については，消化され 使って調べ，記録すること・ グループ別の追究活

。（ ， ）た食べ物の養分が運ばれるし ができる 活動 ノート動を取り入れるととも

くみを消化管や血液と関係づ 科学的な思考に，追究したことを他

に分かりやすく説明し ○ 吸った空気とはく空気とけながら説明できるように，

ていく場を設定する。 血管・血液の関係を説明す吸収の意味を考えていく。ま

ることができる。解 た，消化と血液を関係付けに

くい児童には，腸のつくりを 新しい素材の効果的活用 ○ 養分が運ばれるしくみを

説明した資料などを使って紹 ・ インターネットから 消化管や消化液と関係付け

介していく。 必要な資料を集めたり て説明することができる。，

， ，○ 人の血液の循環について， 集めた情報をコンピュ ○ 血液と心臓の動き 養分

決 拍動と脈拍が同じであること ータに蓄積して，課題 酸素，二酸化炭素の運ばれ

が理解できるように， 自分自 解決に生かす。 方や行方について関連付け

身の拍動と脈拍の回数を調べ て考えることができる。

（ ， ）たり心臓のはたらきを考えた 身近な教材の活用 発言 ノート

りしていく。 ・ 観察池に住むメダカ 知識・理解

の尾びれを顕微鏡で観 ○ 拍動と脈拍の関係を理解

。（ ， ）察する。 している 発言 ノート

よ 知識（きまりや規則性）の活用 豊富な準備と豊かな活動 科学的な思考

○ これまでの学習の発展とし ・ コンピュータに蓄積 ○ 血液と他の臓器や器官とさ

て，他の臓器や器官のはたら された情報から課題解 のかかわりを考えることがでを

きと血液との関係を調べる。 決に必要な情報を取り きる。生

（ ， ）か 出し，相互交流をする 発言 ノート

す
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６年１組教室に於いて第６学年１組 本時学習指導案

（４／１７）１ 課題を解決する段階

２ 本時の目標

○ 呼吸の仕組みと血液の働きを関係付けながら考えることができる。

（科学的な思考）

本時の展開

学 習 活 動 と 内 容 主な手だて過程

１ 本時のめあてを確かめる。

めあて

呼吸について調べたことを話し合おう。

２ 肺のつくりと働きについて調べた結果をグループごとに ・調べたことをまとめて自

話し合う。 分なりに表現したものを準

課 題 備しておくようにする。

呼吸をすると肺の中でどのようなことがおこっている

，ふ のだろうか。 ・気管や肺などの拡大図や

。か 肺胞の模型を準備しておく

め ( ) 準備したりした資料や，模型を使って説明する。1
， ，る ・資料を用いて 肺と血管

( ) 金魚やウサギの呼吸の仕組みを実験で確かめ，人と比 酸素や二酸化炭素と血液の2
較する。 関係が説明できるようにす

る。

・小動物を使った実験で考

えを確かめるようにする。

○金魚とＢＴＢ溶液を ○ウサギと気体検知管を

使った実験 使った実験

ま ３ 課題についてまとめを書く。 ・魚のえらやウサギの肺の

と ○ 呼吸の仕組みと血液の働き 図を提示し，人の肺と比べ

め られるようにする。

る
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３． 本時指導の主張点（多面的に追究し，相互関係をとらえるための教材・教具）

課題別の追究活動とジグソー学習を行うことで，見通しをもった追究活動と自己責任による交流

活動をねらいとした。特に交流活動では，学んだことを相手に分かりやすく説明することで，自分の

学習の達成具合を実感したり，明確に分かったところと曖昧なところをはっきりさせて自分の学習の

振り返りをしたりすることができると考える。

本時は 「呼吸の仕組みと血液の関係」について調べたことを発表して，小集団での交流を深め追，

究していく学習である。自分なりにまとめた表現物や，気管，肺などの図などを活用したり，肺の

モデルを使った操作をしたりして，関係やつながりを説明したり捉えたりできるようにしたい。

また，人から金魚やウサギなどの小動物へと対象を広げた再実験の場を設定することで，児童の知

的好奇心を高め，実感を伴った理解を図ることができると考える。

児童の反応と個への支援（※） 評価基準（評価方法）

(科）

・吸った空気と吐く空

気と血管・血液の関係を

説明することができる。

（ ）活動・ノート

（科）

・人や他の動物の呼吸

・吸った空気は，口，鼻 のど 気管 肺 血管の順に入っていきま について，話し合ったこ→ → → →

す。出るときは逆になります。 とや実験を基に推論する

・肺のつくりは，こういうふうになっています。 ことができる。

※メモや原稿を見ながら，説明してもよいことを助言する。 （活動・ノート）

・肺の中では，吸った空気の中の酸素が血液の中に入り，血液の中の

二酸化炭素が吐く空気の中に出されます。

・肺の中では，どのようなことが起きているのかな。

※吸う空気と吐く空気を肺・肺胞と血管・血液と関連づけて説明でき

るように図や模型を用いるようにする。

・金魚やウサギを使って，動物の呼吸についても調べよう。

・実験の方法を説明します。

※実験の手順を分かりやすく示しておく。

・気体検知管を使って実験したら，酸素が減って二酸化炭素が増えて

いました。ウサギの呼吸も人と同じです。

・ＢＴＢ溶液が黄色くなったので二酸化炭素が増えたことが分かりま

した。

・人も動物も同じような仕組みを持って呼吸しているんだ。
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パソコン教室に於いて第６学年２組 本時学習指導案

（１７／１７）１ よさをいかす段階

２ 本時の目標

○ 人体における血液と他の器官とのつながりを考え，人の血液の循環についての見方を深めるこ

とができる。 （科学的思考）

本時の展開

学 習 活 動 と 内 容 主な手だて過程

１ 本時のめあてを確認する。 ・既習を想起できるように

めあて 前時までの学習の流れを掲

いろいろな器官と血液とのつながりについて 示しておく。

話し合おう。

２ 調べたことについて話し合う。

課 題

ふ かん臓，じん臓などの器官は，どのようなはたらき

をいるのだろうか。 ・各グループごとに発表と

意見交換を行う。一人が発

か ・自分が調べた器官について発表するとともに，血液との 表するときは，残りの３人

関わりを説明し，意見交換をする はメモをとりながら聞く用

に指示する。

め ・発表については，コンピ

ュータの電子掲示板の機能

を活用する。電子掲示板に

る は，体のつくりとはたらき

についての個々のページを

作成しておき情報提示が容

。易にできるようにしておく

・呼吸，消化・吸収の時の

の血液のはたらきをまとめ

たもの提示し，関連づけて

説明させる。

ま ●→発表者 ○→聞き手 ※終わり次第交代する。

と ３ 血液のはたらきについて自分の考えをまとめる。 ・電子掲示板上に投稿形式

め でまとめさせ，お互いの考

。る えを共有できるようにする
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３ 本時指導の主張点（相互関係をとらえる力を伸ばすための手だて）

人の体の器官は血液の循環と深い関係をもっている。言い換えると，人は血液の循環によって生命

維持ができ，生きていられるのである。

そこで，本単元における発展的な学習では，肺や腸や心臓以外の器官に目を向け，そのはたらきを

血液とのつながりで調べていくことによって，血液の循環の仕組みや血液の果たす役割を多面的に考

えていけるようにしたい。そのために，前時までにコンピュータに調べて分かったことを蓄積してお

き，そこから必要な情報を選択し，他の器官と血液とのつながりについて発表させていく。そして，

お互いに交流しながら，呼吸や消化・吸収の場合と比較してまとめ，人の血液循環についての自分の

考えを広げられるようにしていきたい。

児童の反応と個への支援（※） 評価基準（評価方法）

かん臓 じん臓 脳

・ぼくは脳を調べました。脳には血液がたくさん流れていて，その血 (科) 血液と他の臓器や

液から脳に栄養が送られています。 器官とのかかわりを考え

・わたしは，じん臓を調べました。じん臓は背中のある２つのまめが ることができる。

ならんだものです。じん臓の中には，たくさんの血管があって尿を （発言，ノート

作ります。尿を作ることで血液をきれいにしています。

※情報提示がスムーズにいくように，コンピュータの操作手順を示し

。 ， 。た掲示物を用意する 発表に手間取っている場合は 適宜助言する

・説明を聞いてみて，かん臓は，血液の中のアンモニアなどの害のあ

るものを害のないものにかえることが分かりました。血液が肝臓を

通ることで血液がきれいになっていくのだなぁと思いました。

・じん臓は血液中の水分や塩分も調節する場所だと分かりました。

水分や塩分は人間とってとても大切にものなので，血液の循環が体

の調子に関係しているのだなぁと思いました。

※意見交換の時に質問や意見が活発に出ない場合は，着眼点を血液に

させる。

。

※呼吸，消化・吸収の際の血液のはたらきとつなげてきれていないと

きは，既習内容と比較して再考することを助言する。
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